
高等教育における「メディア・デザイン」教育の実態（井田志乃）

― 1 －

高等教育における「メディア・デザイン」教育の実態

Survey of Educational Program for "Media Design" in the University

井　田　志　乃

高等教育における「メディア・デザイン」関連科目の特徴を明らかにするために，Web 上

で公開されているシラバスの記載内容を「授業概要」と「授業計画」に整理してテキストマ

イニングを用いて分析した．その結果，大学の学部及び学科によって「メディア・デザイン」

関連科目の開講数に偏りがあることがわかった．「授業概要」の分析においては，「演習」と

いう授業形態についての単語が頻出しており，「課題」発見や「技術」，「コミュニケーショ

ン」も重視した「制作」を伴う科目が多い傾向が示唆された．「授業計画」の分析においては，

取り扱われている技術や表現方法が多岐に渡ることが明らかとなった．また，デザインプロ

セスも重視されている可能性が示唆された．
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Ⅰ　はじめに
これまで , 多義的な「メディア・デザイン」についての一般的な認識と研究動向について調査
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してきた．井田（2019）の調査結果より，「メディア・デザイン」についての一般的な認識と研

究における用いられ方の差異，及び，研究内容の幅の広さが示唆された．高等教育における「メディ

ア・デザイン」関連科目の教育内容においても「メディア・デザイン」を開講している大学や学

科によって内容の差異や方向性の違いがあるのではないかと考えられる．

本研究では，大学で開講されている「メディア・デザイン」関連科目の教育内容の実態を調査し，

現状の「メディア・デザイン」の教育の傾向を明らかにすることを目的とする．そのために，「メ

ディア・デザイン」に関連する科目のシラバスを分析することとした．シラバスには ，科目の概要，

到達目標や授業スケジュールが明記されており，シラバスを分析することにより科目を開設して

いる大学における科目についての考え方の特徴が浮き彫りとなり，教育内容の実態が捉えられる

のではないかと考えた。

Ⅱ　方法

１　分析対象シラバスの選定

（1）シラバス収集対象学科の選定方法

シラバスの収集対象とする大学は，大学及び大学院進学情報サイトである「Web 大学・大学院

展」で検索可能な大学とする．「Web 大学・大学院展」における「分野別（学部・学科）検索 」

機能を利用し，学問分野として「メディア学」または「デザイン」が学べる大学とされている大

学を抽出しシラバスの調査対象とする．

（2）シラバスの収集方法

市川ら（2012）は，高等教育における情報リテラシー教育の実態を調査するために，電子化さ

れ Web より入手可能なシラバスを収集しテキストマイニングを用いてキーワードの抽出とクラ

スター化をおこない分析している．また，調査対象の科目は，科目名に「情報リテラシー」とい

う語が含まれ，シラバス内の学習目標，科目概要の科目説明に「情報リテラシー」の語が含まれ

る科目としており，大学及び短期大学の 55 科目のシラバスを収集している．

本研究でも Web 上で公開されているシラバスから調査対象のテキストを分析対象として収集

する．収集の際，市川ら（2012）の方法を参考にし，以下の条件を設定した．

a. 大学公式の Web サイトにおいて公開されている

b. シラバス検索システムにより科目名による検索が可能である

c. 科目名に「メディア・デザイン」「メディアデザイン」という語が含まれる

d. 「メディア・デザイン」という語の後ろに「論」，「概論」，「演習」，「実習」といった科目の

性質や授業形態を示す語がある科目は収集対象とする

e. 「メディア・デザイン」という語の前に「デジタル」，「マルチ」，「情報」といったメディア
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の範囲を限定する語が付加されている科目は収集対象外とする

f. 科目名において「メディア」と「デザイン」が，「と」，「＆」といった語で繋がれている場合

は収集対象外とする

g. 同一大学において，ナンバリングは異なるが同一の内容である複数の科目のシラバスについ

ては 1 科目として収集する

2　シラバスの分析方法

シラバスの項目は，大学毎に形式が異なるため分析のために内容を整理する必要がある．市川

ら（2012）の内容整理方法を参考にし，サブタイトル，テーマ，授業概要，目標，ねらいを「授

業概要」とし，授業スケジュール，授業計画，授業内容については「授業計画」として整理する

こととした．担当者，テキスト，参考文献，評価方法等は，分析対象外とした．また，井田（2019）

においては，単語の類似度を検討するために階層的クラスター分析を用いたが，本研究では，金

城（2018）や石井（2018）の研究を参考にし、単語と単語の共起関係を確認するために共起ネッ

トワーク分析を用いる．

テキストマイニングには，樋口（2001）の KH Coder を使用する．バージョンは，2019 年 10

月 9 日に公開された 3.Alpha.17h を使用する．分析に際しては，樋口（2004）を参考とした．

Ⅲ　「メディア・デザイン」関連科目シラバスの選定

１　シラバス調査対象学科の選定結果

「Web 大学・大学院展」の「分野別（学部・学科）検索 」機能を利用し，学問分野として「メ

ディア学」または「デザイン」を設定し，当該分野が学べる大学の学部及び学科を選定した．学

問分野以外の検索条件は設定しなかった．検索結果を表 1 及び表 2 に示す．2019 年 3 月時点に

おける検索結果は，「メディア学」分野が学べる学部及び学科が 164 学科であり，「デザイン」分

野が学べる学部及び学科は 241 学科だった．

表1　「メディア学」分野での学科数検索結果　　　　　　　表2　「デザイン」分野での学科数検索結果
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検索結果において，「メディア学」及び「デザイン」の両分野の検索結果として抽出された学科

が 33 学科あった．そのため，「メディア・デザイン」関連科目のシラバスの有無を調査する対象

学科は，「メディア学」分野が学べる 164 学科と「デザイン」分野が学べる 241 学科の合計 405

件から重複している 33 学科を除いた 372 学科とした．

２　分析対象シラバスの選定結果

シラバス調査対象とした 372 学科のシラバスを調査し，分析対象のシラバスを選定した．まず，

各大学の公式 Web サイトにおいてシラバスが公開されているか，また，検索システムが提供さ

れているかを調査した．検索システムが提供されている場合は，その検索システムを利用し科目

名に「メディア」及び「デザイン」という語が含まれる科目を検索した．シラバス収集条件に合

致する科目が存在する場合は，分析対象としてシラバス記載内容を取得した．調査期間は 2019

年 3 月から 2019 年 10 月である．

調査の結果を表 3 に示す．調査対象の 372 学科のうち 43 学科で開講されている 153 科目のシ

ラバスが設定した条件に合致した．この 153 科目のシラバスの内容をテキストマイニングに使用

することとした．

表3　分析対象シラバス数

Ⅳ　「メディア・デザイン」関連科目のシラバス分析

１　「授業概要」の分析結果

（1）単語頻出分析

シラバスより抽出した「授業概要」を KH Coder を用いてテキストマイニングをおこなった．

KH Coder の前処理実施の結果，分析対象の総抽出語数 13,597 語，異なり語数 2,217 語 が抽出

された．複合語については 5 件以上出現した，「メディアデザイン」，「グラフィックデザイン」，「メ

ディア表現」等の 79 語を強制抽出した．10 件以上出現した頻出名詞を表 4 に示す．「デザイン」

が最も出現件数が多く 264 件，次いで「メディア」が 177 件となった．頻出している名詞として

は「制作」，「理解」，「技術」，「情報」，「表現」といった単語が続いている．
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表4　「授業概要」において10 件以上出現した名詞

（2）共起ネットワーク分析

「授業概要」にて上位 60 位までの名詞の共起ネットワーク分析（最小出現数：30）の結果を

図 1 に示す．3 語以上の単語が結びついている箇所に注目し 4 つのサブグラフを確認した．サブ

グラフ A は，授業の目的を示すための単語群，サブグラフ B は，授業において使用する技術に関

わる単語群，サブグラフ C は，授業の内容や課題を説明する単語群，サブグラフ D は，授業の

プロセスについての単語群と解釈した． 

サブグラフ A において頻出している「情報」という単語に注目すると，「情報を伝達する」,「情

報を発信する」という文脈で使用されている例が多いが，「情報通信技術を活用し」,「情報技術

全般を理解する」,「情報システムを安全に活用」,「情報セキュリティの基礎」といった文脈の

中でも使用されており，「メディア・デザイン」関連科目の情報技術との親和性がうかがえる。
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図1　「授業概要」の共起ネットワーク

２　「授業計画」の分析結果

（1）単語頻出分析

シラバスより抽出した「授業計画」を KH Coder を用いてテキストマイニングをおこなった．

KH Coder の前処理実施の結果，分析対象の総抽出語数 12,887 語，異なり語数 2,354 語 が抽出

された．複合語については 5 件以上出現した，「メディア表現」，「作品制作」，「メディアデザイン」

等の 129 語を強制抽出した．10 件以上出現した頻出名詞を表 5 に示す．「制作」が最も出現回数

が多く 316 件，次いで「デザイン」が 201 件となった．さらに，「メディア」，「課題」，「基礎」，「作成」，

「企画」といった単語が続いている．また，「Illustrator」，「Photoshop」，「After Effects」といっ

たグラフィックソフトの名称も出現している．
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表5　「授業計画」において10 件以上出現した名詞

（2）共起ネットワーク

「授業計画」にて上位 60 位までの名詞の共起ネットワーク分析（最小出現数：30）の結果を

図 2 に示す． 3 語以上の単語が結びついている箇所に注目し 5 つのサブグラフを確認した．サブ

グラフ A は，情報の設計やプロセスに関する内容を示す際に用いられる単語群，サブグラフ B は，

画像や映像に関わる実践的な取り組みについて説明する単語群，サブグラフ C は，具体的な開発

技術や使用アプリケーションについての基礎的な内容についての単語群，サブグラフ D は，授業

導入時の説明やガイダンスに関する単語群，サブグラフ E は，最終的な成果物や成果発表につい

ての単語群と解釈した． 
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図2　「授業計画」の共起ネットワーク

Ⅴ　おわりに

本研究では，高等教育における「メディア・デザイン」教育の実態について，Web 上で公開さ

れているシラバスを拠り所として分析をおこなった．

分析対象のシラバスを調査する段階において，「メディア・デザイン」関連科目が開講されて

いるのは私立大学が多数を占めていることがわかった．1 つの大学で開講されている科目数は，

国立大学においては平均すると 1.7 科目程度，公立大学は 4 科目，私立大学においては平均する

と 3.7 科目程度だった．私立大学で開講されている「メディア・デザイン」関連科目は， 1 科目の
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み開講している学科もあれば 33 科目を開講している学科もあり，科目数に差異があるというこ

とも確認できた．

シラバスの分析においては，シラバスの内容を「授業概要」と「授業計画」に整理して分析した．

「授業概要」についての分析では，共起ネットワーク分析において「デザイン」という単語が「表

現」，「制作」のみならず「技術」や「コミュニケーション」という単語と共起関係にある点にも

注目したい．「メディア・デザイン」関連科目においては，「知識」だけでなく日々進化する情報「技

術」の修得や「コミュニケーション」ツールとしてのデザインの在り方を学修することも重要視

されているのではないだろうか．また，サブグラフ C に「課題」という単語が見受けられるが，

この「課題」は科目担当者から課される「課題」だけでなく，自分自身で解決すべき「課題」を

発見し設定するという文脈の中でも使用されており，デザインプロセスにおける課題発見に焦点

を当てている科目も少なくないことがうかがえる．

「授業計画」についての分析では， 「授業概要」よりも具体的な技術やアプリケーションを示す

単語が頻出した．分野としては，「Web」，「CG」，「ゲーム」，「アニメーション」，「画像」，「映像」，「編

集」さらには「Illustrator」，「Photoshop」といったアプリケーションに特化した内容まで多岐

にわたっていることが明らかになった．「制作」という語が最頻出名詞となっており，さらに「作成」

や「企画」といった単語も頻出していることから，「メディア・デザイン」関連科目においては，「制

作」することに重点を置いている学科が多いことがうかがえる．また，ただ「制作」するだけでなく，

「情報」を収集し「コンセプト」を立案し「表現」した上で，「企画書」にまとめたり「プレゼンテーショ

ン」をおこなったりというプロセスも重要視されているのではないだろうか．サブグラフ B 及び

サブグラフ C に注目すると，「撮影」，「映像」を取り扱う場合は「実践」を意識し，「CG」，「Illustrator」

を取り扱う場合は「基礎」的な内容から取り組まれているのではないかと考えられる．

本研究では，「メディア・デザイン」関連科目という枠組みで教育内容の傾向を分析をするに

とどまり，講義の方法ごとの特徴については確認していない．また，科目の全体的な傾向を示唆

することはできたが，「メディア・デザイン」についての考え方の多様性を明らかにする方法に

ついては，さらなる検討の余地がある．今後の研究では，「メディア・デザイン」の多義性を確

認するためにも，科目毎の特徴を抽出する方法なども検討していきたい．
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